
風
信

一　
長
崎
町
人
も
か
つ
て
ブ
ロ
ー
ク
ン
唐
話
を
使
っ
て
い
た
の
で
は

　

中
国
語
を
勉
強
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
四
百
年
昔
の
長
崎
の
歴
史
を
想
像
す
る

の
は
楽
し
い
。

　

当
時
の
長
崎
町
人
は
異
国
語
を
ど
う
操
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

唐
船
と
の
貿
易
を
長
崎
港
に
限
る
と
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
二
年（
一
六
三
五
）か

ら
で
、
従
前
は
相
対
貿
易
の
形
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
奉
行
所
の
管
理
が

厳
し
く
な
り
、
個
人
対
個
人
の
商
取
引
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
規
制
が
緩
や
か
な
こ

ろ
は
、
商
売
の
駆
け
引
き
を
中
国
語
混
じ
り
で
や
り
合
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
滞

在
す
る
唐
船
の
人
達
の
宿
を
ど
こ
に
決
め
る
か
な
ど
、
市
内
の
町
々
は
民
宿
の
集
ま

り
で
唐
船
宿
に
な
ろ
う
と
争
っ
た
。
長
崎
の
街
中
が
貿
易
商
社
の
町
と
い
え
な
く
も

な
い
。
当
然
長
崎
町
人
の
生
活
語
に
は
中
国
語
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
長
崎
娘
が
唐
人
と
懇
ろ
に
な
り
唐
人
と
交
わ
す
睦
言
も
多
く
聞
か
れ
た
。

　

江
戸
幕
府
の
長
崎
支
配
の
中
心
は
長
崎
奉
行
で
あ
り
、
元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）

に
唐
通
事
会
所
が
設
け
ら
れ
、（
注
：
宝
暦
元
年（
一
七
五
一
）長
崎
唐
人
の
研
究
・
李
献
璋
説
）い
よ

い
よ
業
務
の
管
理
体
制
が
整
え
ら
れ
る
と
唐

通
事
は
貿
易
業
務
の
中
枢
部
に
食
い
込
み
、

対
外
交
渉
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
職
能
集
団

と
な
っ
た
。
書
く
・
読
む
・
話
す
が
す
べ
て

地
役
人
で
あ
る
唐
通
事
に
委
ね
ら
れ
、
こ
れ

よ
り
九
年
前
に
唐
人
屋
敷
が
出
来
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
も
は
や
庶
民
は
唐
人
と
直
接
ふ
れ

合
う
機
会
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。（
遊
女

や
唐
人
屋
敷
番
方
な
ど
は
別
に
し
て
も
…
）

　

唐
通
事
の
起
源
は
、
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）（
注
：
慶
長
九
年
説
も
…
）当
時
の
奉

行
・
小
笠
原
一
菴
が
住
宅
唐
人
・
馮
六
に
通

事
役
を
命
じ
た
の
を
嚆
矢
と
す
る
が
、
そ
れ
以
降
唐
通
事
の
人
員
が
増
え
、
職
制
が

細
か
く
整
え
ら
れ
る
と
同
時
に
身
分
格
差
が
激
し
く
な
っ
て
、
唐
人
家
系
の
重
視
と

世
襲
制
度
が
確
立
し
て
い
っ
た
。

　

後
で
述
べ
る
岡
嶋
冠
山
は
唐
内
通
事
で
あ
っ
た
が「
内
通
事
で
は
飯
が
く
え
な
い

の
で
辞
め
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
、
会
所
を
通
じ
奉
行
所
へ
願
い
出
て
い
る
。

　

唐
話
と
は
一
般
的
に
言
っ
て
中
国
語
全
体
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
主
に
、
話
し
言

葉
と
し
て
の
唐
話
に
ふ
れ
た
い
。
日
常
会
話
は
唐
通
事
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。
世
襲

制
度
で
あ
れ
ば
一
子
相
伝
の
形
で
引
き
継
が
れ
た
だ
ろ
う
。
と
な
る
と
唐
話
は
通
事

の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
…
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。
日
本
人

通
事
の
有
志
が
私
塾
を
開
い
て
教
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
明
和
五
年（
一
七
六
八
）

鹿
児
島
藩
稽
古
通
事
の
鮫
島
正
次
郎
は
、
藩
命
に
よ
っ
て
長
崎
に
赴
き
、
西
中
町
の

呉
南
渓
を
師
匠
と
し
て
語
学
力
を
み
が
い
て
い
る
。
唐
寺
の
僧
侶
も
個
人
的
に
唐
話

を
教
え
て
い
た
。
十
代
頃
の
岡
嶋
冠
山
も
私
塾
で
教
え
を
受
け
た
一
人
で
、
後
に
彼

は
唐
話
を
京
、
大
坂
、
江
戸
を
中
心
に
広
げ
よ
う
と
考
え
た
。

　

岡
嶋
冠
山
に
つ
い
て
は
、
長
崎
大
学
名
誉
教
授
・
若
木
太
一
氏
の
講
話
と
共
著「
辞
書
遊
歩
」の
内
容
か
ら
多
く
の

教
示
を
受
け
た
。
こ
の
一
文
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
援
用
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
、
ま
ず
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

二　
岡
嶋
冠
山
は
ど
ん
な
人
物

　

初
め
に
彼
の
年
譜
に
つ
い
て
大
ま
か
に
ふ
れ
る
。

延
宝
元
年（
一
六
七
二
）	

こ
の
年
長
崎
に
て
誕
生
か
。

貞
享
四
年（
一
六
八
七
）	

十
五
歳
。
こ
の
頃
南
京
稽
古
通
事
見
習
か
。
上
野
玄
貞
、

唐
人
の
王
庶
常
に
つ
い
て
唐
話
を
学
ぶ
か
。
上
野
玄
貞
が
後
に
興
福
寺
下
に
開
い

た
私
塾
の
門
弟
に
い
た
と
い
う
。

元
禄
五
年（
一
六
九
二
）	

二
十
歳
。
萩
侯
・
毛
利
吉
就
に
訳
士
と
し
て
仕
え
た
ら
し
い
。

元
禄
七
年（
一
六
九
四
）	

二
二
歳
。
役
を
退
い
て
長
崎
へ
帰
郷
し
、
南
京
内
通
事
と

し
て
唐
通
事
会
所
に
属
し
働
い
て
い
た
か
。

元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）	
二
九
歳
。
南
京
内
通
事
職
を
辞
し
た
い
と
、
会
所
を
通
じ

立
山
奉
行
所
へ
申
し
出
る
。
理
由
は「
生
活
が
逼
迫
し
て
渡
世
困
難
、
他
国
へ
出

て
商
売
で
も
し
た
い
」。
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）	

三
二
歳
。
上
京
。
秋
頃
書
肆
・
林
義
端
と
会
い『
英
烈
・

水
滸
二
伝
』の
訳
解
を
依
頼
さ
れ
る
。
以
降
各
版
元
か
ら
訳
解
の
注
文
が
来
る
。（
冠

山
が
全
訳
し
た
わ
け
で
な
く
、
他
に
も
訳
者
が
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
）

宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）	

三
四
歳
。
京
橋
口
定
番
を
努
め
て
い
た
足
利
藩
主
・
戸
田

大
隅
守
に
招
か
れ
京
か
ら
江
戸
へ
。

宝
永
五
年（
一
七
〇
八
）	

三
六
歳
。
江
戸
で
荻
生
徂
来
を
知
る
。

宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）	

三
七
歳
。
戸
田
氏
の
元
を
離
れ
て
難
波
に
帰
り
、
唐
音
の

講
説
を
生
業
と
す
る
。

宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）	

三
八
歳
。再
度
江
戸
へ
出
て
唐
音
を
教
え
諸
家
と
交
流
す
る
。

正
徳
元
年（
一
七
一
一
）	

三
九
歳
。
朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
。
大
学
頭
・
林
整
宇
の
門

に
入
り
、
弟
子
と
し
て
通
信
使
と
の
対
応
や
会
に
同
席
し
、
筆
談
す
る
。
一
行
が

尾
張
藩
の
賓
館
に
滞
在
し
た
折
り
は
、
書
記
・
朝
比
奈
玄
洲
か
ら
の
用
命
で
、
冠

山
は
申
維
翰（
八
回
目
の
使
節
）に
付
き
添
っ
て
江
戸
入
り
し
た
。
十
月
、
徂
来
の

塾
・
蘐（
カ
ン
︱
萱
と
同
義
）園
に「
訳
社
」が
結
成
さ
れ
、
岡
嶋
が
唐
話
の
指
導
に

当
た
っ
た
。

享
保
元
年（
一
七
一
六
）	

四
四
歳
。
九
月『
唐
話
纂
要
』五
卷
五
册（
初
版
）刊
行
。

享
保
四
年（
一
七
二
〇
）	

四
七
歳
。
中
国
語
訳『
太
平
記
演
義
』五
卷
五
册
を
刊
行
。

享
保
六
年（
一
七
二
二
）	

四
九
歳
。
長
崎
へ
帰
郷
。

　

以
降
、
唐
話
に
関
す
る
会
話
テ
キ
ス
ト
類
の
書
籍
を
多
数
著
す
。

享
保
十
三
年（
一
七
二
九
）	

五
六
歳
。
正
月
三
日
、
大
坂
で
没
す
。
慧
日
山
東
福
寺
に

葬
ら
れ
る
。
改
葬
の
説
が
あ
る
が
未
詳
。

（
※
以
上
の
年
譜
は
若
木
太
一
氏
の
資
料
に
も
と
づ
く
が
、記
事
が
詳
細
に
わ
た
る
た
め
途
中
を
割
愛
さ
せ
て
も
ら
っ
た
）

三　
冠
山
は「
唐
譯
便
覧
」、「
唐
話
辞
書
」、「
雅
俗
類
語
」、「
太
平
記
演
義
」な
ど
を

　
　
著
し
て
い
る
。

四　
郷
土
に
は
馴
染
み
が
薄
か
っ
た
冠
山

　

彼
は
生
地
が
長
崎
で
も
若
く
し
て
こ
の
地
を
離
れ
、
活
躍
の
舞
台
を
京
・
大
坂
・

江
戸
に
移
し
、
大
坂
に
骨
を
埋
め
た
。
享
保
六
年（
一
七
二
二
）一
時
帰
郷
し
て
い
る

が
、
そ
の
期
間
や
目
的
が
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。

参
考
資
料
：　

若
木
太
一
・
放
送
大
学
公
開
講
座
資
料　

共
著「
辞
書
遊
歩
」九
大
出
版　

平
成
十
六
年
刊

　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
H
P

	

（
純
心
大
学
古
文
書
研
究
会
会
員
）

三
二
五
号　

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日

江
戸
中
期　
唐は

な
し
こ
と
ば話
を
導
い
た
岡
嶋
冠
山

○
七
月
十
七
日
、
高
原
啓
子
女
史
来
訪
。
二
十
二
日
は
朝
九
時
三
六
分
よ
り
長
崎
で

九
二
・
九
％
の
日
食
が
始
ま
る
の
で「
皆
で
観
察
す
る
よ
う
に
」と
日
蝕
観
察
用
眼
鏡
を

届
け
て
下
さ
っ
た
。

○
七
月
二
十
二
日
・
日
蝕
の
日
。
三
〇
年
に
わ
た
り
毎
年
長
崎
学
研
修
を
実
施
さ
れ
、
昨
年

は
長
崎
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
名
古
屋
市
の
椙
山
女
学
園
中
村
束
雄
先
生
他
来

訪
あ
り
。「
今
年
も
十
一
月
に
長
崎
研
修
を
す
る
の
で
」其
の
下
準
備
の
た
め
来
崎
さ
れ
た
と

の
事
。
本
会
よ
り
講
師
と
し
て
山
口
広
助
・
餅
田
健
両
名
他
四
名
の
方
々
に
依
頼
が
あ
っ
た
。

○
長
崎
の
八
月
は
盆
の
墓
掃
除
に
始
り
、
原
爆
忌
、
精
霊
流
し
、
飴
屋
の
幽
霊
、
中
国
盆

（
崇
福
寺
）と
続
い
た
。

○
お
盆
の
語
源
を
聞
い
て
こ
ら
れ
た
。
お
盆
の
語
源
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のU

llam
	

Bana

で
あ
り
、
其
の
意
味
は「
さ
か
さ
に
吊
す
」と
あ
る
。
こ
の
言
葉
よ
り「
吊
さ
れ
苦

し
む
人
を
救
う
」の
意
に
転
じ
、
更
に
目
蓮
尊
者
が
餓
鬼
道
で
苦
し
む
母
親
を
救
う
物

語（
盂
蘭
盆
経
）に
な
っ
た
と
説
明
し
て
あ
る
。

○
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
お
盆
を
旧
七
月
十
五
日
と
定
め
た
理
由
は
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

イ
ン
ド
で
は
六
・
七
月
は
雨
期
で
あ
り
屋
外
の
仕
事
は
休
み
、
静
か
に
寺
で
修
行
に
励

む
習
慣
が
あ
っ
た
の
で
、
其
の
間
を
利
用
し
て
盆
行
に
専
念
し
た
と
言
う
。

○
先
日
、
大
仁
田
厚
氏
に
誘
わ
れ「
島
原
た
べ
歩
き
」に
同
行
さ
せ
て
戴
い
た
。
先
ず
は
島

原
名
物
の「
白
玉
だ
ん
ご
」、
次
に「
六
べ
え
」・「
具
雑
煮
」を
い
た
だ
き
、
最
後
に
武
家

屋
敷
で
は
抹
茶
を
い
た
だ
い
た
。
全
て
こ
の
島
原
の
地
に
は
、
竒
麗
な
湧
き
水
に
支
え

ら
れ
た
食
の
文
化
が
あ
る
事
を
教
え
ら
れ
た
。

○
そ
の
翌
日
、
食
の
文
化
史
研
究
家
と
し
て
著
名
な
松
下
幸
子
先
生
よ
り
、
美
し
い
江
戸

の
錦
絵
を
背
景
に
江
戸
趣
味
の
料
理
を
編
輯
さ
れ
た「
錦
絵
が
語
る
江
戸
の
食
」を
贈
っ

て
い
た
だ
い
た
。
本
書
の「
ま
え
が
き
」を
読
む
と「
本
書
の
研
究
は
二
〇
〇
一
年
三
月

に
始
ま
っ
た
江
戸
食
文
化
紀
行
を
基
礎
と
し
て
構
成
し
本
年
発
刊
に
至
っ
た
」と
記
し

て
あ
っ
た
。
内
容
は
江
戸
の
美
し
い
版
画
に
あ
わ
せ
て
正
月
・
雛
祭
・
花
見
・
芝
居
見

物
な
ど
と
、
江
戸
の
美
味
と
さ
れ
る
初
鰹
、
江
戸
前
す
し
、
天
ぷ
ら
、
蒲
焼
等
々
が
取

り
あ
げ
て
あ
り
、
実
に
楽
し
く
読
ま
せ
て
戴
い
た
。（
遊
子
館
刊
・
二
、八
〇
〇
＋
税
）

○
本
会
で
十
一
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
恒
例
の
中
国

研
修
旅
行
・
顧
問
の
越
中
先
生
が
健
康
上
の
事
で
不
参

加
と
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
中
止
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

御
連
絡
申
し
あ
げ
ま
す
。

太
田　
哲
郎

岡嶋冠山著書 「唐話纂要」


